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県では肥育基盤の強化に向け、大規模経営体の参入促進を行っているが、現行のとよのくに体
系では使用する濃厚飼料が３種類あり、大規模経営体においては飼料給与作業が煩雑である。
そこで、近年参入した新規大規模経営体が新たに取り組むとよのくに一本化体系を関係機関とと
もに支援し、飼料体系の有効性及び大規模肥育経営体での飼料給与作業の省力化の確立に向け調
査研究をしたので、紹介する。

【普及したい技術のポイント】
増体及び枝肉重量については、去勢・雌ともに良好で、飼料調製・給与作業時間

も既存体系より１／３程度省力化が期待出来る。

【研究成果の内容・留意点】
１．とよのくに一本化体系による枝肉成績は下記のとおりである。 (単位:kg､c㎡､cm)

３．作業時間は１牛房(４頭)あたりで既存体系の９分から６分に短縮できる。
これを県内のＪＡ肥育センターと同程度規模（常時飼養頭数200頭・年間出荷頭数120頭）の

経営体において「とよのくに一本化体系」に換えたとすると１日あたり２．５時間の作業時間
短縮になり、観察等の時間が増えることによる事故率の低減や肥育成績の向上が期待できる。

枝肉重量 ﾛｰｽ芯面積 バラ厚 BMS.NO ４・５率

場内一本化体系（去勢）平均(4頭) 512.2 56.0 7.3 4.0 －

参考（H21県雌平均）

51.2

場内一本化体系（雌）平均(4頭) 451.8 51.5 7.0 4.0 －

参考（H21県去勢平均） 463.8 51.5 7.4 －

420.8 49.5 7.2 － 37.3

２．とよのくに一本化体系飼料給与方法は下記のとおりである。


